
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Electrical and Electronic Engineering (Day Course) [⇒Japanese]

Electrical and Electronic Engineering Design Laboratory 1 unit (compulsory)

Masaki Hashizume · Professor / Communications and Controls, Department of Electrical and Electronic Engineering, Yoshiki Naoi ·Associate Professor / Material Science and Device, Department of Electrical and Electronic Engineering

Hiroyuki Yotsuyanagi ·Associate Professor / Intelligent Networks and Computer Sciences, Department of Electrical and Electronic Engineering

Masatake Akutagawa ·Associate Professor / Communications and Controls, Department of Electrical and Electronic Engineering, Takahiro Emoto ·Assistant Professor / Communications and Controls, Department of Electrical and Electronic Engineering

Target〉 半導体デバイスの作製，半導体デバイスの応用領域となるアナログ電子
回路とディジタル回路の設計と製作を行い，半導体デバイスからその応用回
路までの電子工学に関する専門分野間の関係をつかむと共に，半導体デバイ
ス，アナログ電子回路，ディジタル回路に関する理解を深める．

Outline〉 半導体 pn接合発光ダイオードの試作，アナログ電子回路の設計 ·試作，
および半導体ディジタル回路に対する設計 ·製作に関する実験を行う．また，
報告書の作成を行う．

Keyword〉 semiconductor device, analog electronic circuits, digital electronic
circuits

Fundamental Lecture〉 “Electrical and Electronic Engineering Elementary
Laboratory”(1.0), “Quantum Mechanics for Semiconductor Physics”(1.0),
“Electronic Circuits”(1.0), “Digital Circuits”(1.0)

Relational Lecture〉 “Undergraduate Work”(0.5), “Engineering Ethics”(0.5)

Requirement〉「電気回路 1・演習」，「電気回路 2・演習」，「過渡現象」，「電気磁
気学 1・演習」，「電気磁気学 2・演習」，「電子回路」，「ディジタル回路」，「量
子工学基礎」を受講し，かつ十分理解できていることが望ましい．

Notice〉 実際の実験実施日以前に，担当教員から実験内容の説明を受ける．実験
実施前日までに実験方法や原理等に関するレポートを提出すると共に，実験
実施日までに実験回路や被検試料等を準備する．実験実施後，6日以内に実験
結果を整理し，考察を加えた実験報告書を担当教員まで提出する．実験実施
日の次の週に口頭試問を受ける．本実験では，実験テーマが同一であっても，
毎週得られる結果は異なるので，実験結果に関しては十分な考察を加える必
要がある．

Goal〉
1.半導体デバイスの試作とその試作したデバイスの特性評価を通じて，半導
体プロセスの基本的原理の理解し，プロセス上の問題点の改善策の提起能
力を養う．またデバイスの基本動作原理を理解する．(授業計画 2∼ 6:実験
実施状況，レポート，口頭試問による評価)

2.半導体デバイスの入出力特性から得られる回路モデルを用いたアナログ電
子回路設計法を理解し，設計した回路の作製とその特性測定を通して，ア
ナログ電子回路のもの作りを体験する．(授業計画 7∼ 11:実験実施状況，レ

ポート，口頭試問による評価)
3.ディジタル ICの動作特性を理解し，FPGAプログラミングによる論理回路
合成を通してディジタル回路設計手法を習得する．(授業計画 12∼ 16:実験
実施状況，レポート，口頭試問による評価))

Schedule〉
1.オリエンテーション (概要説明)
2.半導体を用いた発光 ·受光素子の試作とその特性評価:概要説明
3.〃 :実験 (1)-クリーンルームプロセス，真空蒸着による薄膜形成
4.〃 :実験 (2)-熱拡散によるオーム性接触形成，配線実装
5.〃 :実験 (3)-試作デバイスの電気・光学特性評価
6.〃 :学生によるブリーフィングと教員によるインタビュー
7.光通信アナログ電子回路の設計 ·製造 ·検査:概要説明
8.〃 :実験 (1)-回路のブレッドボードによる試作
9.〃 :実験 (2)-回路のプリント基板への実装・検査

10.〃 :実験 (3)-回路シミュレータを用いたアナログ電子回路の設計
11.〃 :学生によるブリーフィングと教員によるインタビュー
12.ディジタル ICの静特性，動特性の測定実験および FPGAプログラミング:
概要説明

13.〃 :実験 (1)-ディジタル ICの静特性，動特性の測定実験
14.〃 :実験 (2)-FPGAプログラミング (サンプル回路の製作)
15.〃 :実験 (3)-FPGAプログラミング (回路設計および製作:自由課題)
16.〃 :学生によるブリーフィングと教員によるインタビュー

Evaluation Criteria〉 定期試験は行わず，提出レポートと口頭試問で評価する．
オリエンテーションを含むすべての実験に出席し，すべての実験テーマにつ
いてレポートを提出し，各実験テーマそれぞれについて，レポートと口頭試
問の総合評価点が 60%以上で合格とする．

Relation to Goal〉 (E)専門分野 (物性デバイス，電気電子システム，知能電子回
路)40%，(F)[主目標]創成 ·自律 60%

Textbook〉 実験指導書および「電子回路」，「ディジタル回路」，「量子工学基礎」
で使用した教科書

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216197
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http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/10725/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/10703/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/10737/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/17063/profile-en.html
http://pub2.db.tokushima-u.ac.jp/ERD/person/74198/profile-en.html
http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216197


The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Electrical and Electronic Engineering (Day Course)

Student〉 Able to be taken by night course student of same department
Contact〉
⇒ Naoi (E棟 2階南 A-4, +81-88-656-7447, naoi@ee.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 木曜日17:00∼ 18:00)
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